
 

改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイヤ空気圧監視装置において、システム異常を検出するプログラムの設定を誤った

ため、システム異常が生じた際に低速走行を継続していると、異常判定までの時間が長

くなる。そのため、タイヤ空気圧警告灯の点灯が遅れるおそれがある。 

改善の内容 

全車両、タイヤ空気圧警報コンピュータのプログラムを対策仕様に修正する。 

 

 

識別：弊社のインターネットホームページのリコール等情報対象車両検索に“実施済”と表示する。 

注：     は修正する部品を示す。 

基準不適合発生箇所 

タイヤ空気圧警告灯 

コンビネーションメータ 

タイヤ空気圧警報コンピュータ 


